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資 料

笑いが女子大生の免疫機i官等に与える影響

田中 愛子＊、市村 孝雄＊、岩本テルヨ＊＊

要  約

 本研究は、お笑いビデオによって笑いを誘発し、笑うことによって免疫機能等を高めることを実証すう目的で行った。大

学3年及び4年生の女子学生10名を対象に、お笑いビデオを視聴してもらい、その前後に質問紙調査と採血を実施した。そ

の結果、ビデオ視聴後に、被験者の気分は5名が良好に変化した。また、NK細胞活性は被験者の5名が上昇を示し、 CD4

／CD8も、正常化される傾向を認めた。β一エンドルフィンは5名の上昇が見られ、そのうち3名はNK活性の上昇を認め

た。以上の結果から、お笑いビデオ視聴によって笑ったことが、免疫機能等に良好に影響していることが示唆されたされた。
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1．緒 言

 ノーマン・カズンズ1）は、自らの療養生活に積極

的に笑いを取り入れることによって、膠原病から快復

したと述べている。Yoshinoら2）は、落語を視聴して、

大いに笑うことでリウマチ患者の血清中のインターロ

イキン6が通常の3分の1に激減し、その結果として

痛みが一時的に和らいだことを報告している。また、

寄席や落語を聞いて笑うことで、視聴者のnatural

knler（NK）細胞活Jl生は上昇したという報告もあ

る3-4）。このよういに、笑いは疾病の症状を緩和する

だけでなく、NK細胞活性を上昇することが示唆され

ている。

 その一方で、宮藤ら5）は、カラオケを大いに楽し

み笑いながら行い、その前後でNK細胞の活性変化を

観察した。しかし、結果的に彼女らはNK細胞活性の

上昇を証明できなかった。その理由として、カラオケ

中の身体運動が一時的にNK細胞活性を下降させたの

ではないか6）と考察している。もしこれが事実であ

れば、受容的な媒体によって笑いを引き起こす方が、

NK細胞活性を効果的に上昇することができると考え

られる。そこで、受容的な媒体として「お笑いビデオ」

を用いて、これを本研究において確認することとした。

 本研究の目的は、お笑いビデオによって十分に笑い

を誘発し、笑うことによって免疫機能等を高めること

ができることを実証することである。このことが証明

されたなら、お笑いビデオを療養の場に用いることに

より、療養中の人々の病気の治癒力を高めるうえでの

貢献につながるだけでなく、QOLの向上にも役立つ

ことが期待される。

1工．方  法

1．対  象

 対象者は大学3年および4年生の女子10名で、21歳か

ら23歳、平均年齢21．8（±0．6）歳であった。健康状

態は「とても良い・良い」9名、「どちらともいえな

い」1名で、バイタルサインにも異常は認められなかっ

た。

2．実験方法

1）実験日時：平成14年3月13日の13時から16時。食

 事の影響を避けるために、昼食はll時までに済ませ

 た。

2）お笑いビデオの選択：プレテストの際数本のお

 笑いビデオを3名で視聴したが、笑いの場面や面白

 さの程度は、視聴者によって異なった。十分にお笑

 いビデオを楽しんでもらうためには、対象者の好み

 のビデオを選択することが必要と考えられた。そこ

 で、実験日には、対象者に面白くて笑えると思うビ

 デオを選定した。上映したビデオは「ガキの使いや

 あらへんで」「笑う犬の生活」「ごつついええ感じ」

 「爆笑オンエアバトル2000」および「ライヤーライ

 ヤー」であり、視聴時間は90分から120分であった。

3）ビデオ視聴の前後に、バイタルサインの測定を行
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 うとともに、その日の気分についての質問や、表情

 選択法の記入を行った。

4）ビデオの前後30分以内に採血をおこなった。採血

 は綜合臨床センターの看護師と看護教員の2名が行

 い、検体の分析は綜合臨床センター（株）リンテッ

 クに依頼した。検査項目は、末梢血液中のNK細胞

 活性、ACTH、コルチゾール、β一エンドルフィン、

 CD4／CD8、白血球数およびリンパ球数であり、ビデ

 オ前後のデータを比較検討した。

3．倫理的配慮

 対象者には、本実験についての目的と意義、方法を

書いた紙を配布し、説明を十分した。さらに、本実験

は決して強制ではなく拒否できること、また一度同意

していても、途中で中断できることを伝えた上で、対

象者の同意を得た。さらに、検査結果は個人情報が漏

出することはなく、個人のプライバシーは護られるこ

とを約束した。なお、本研究は山口県立大学生命倫理

委員会において承認されたものである。

皿．結  果

1）気分の変化

 実験前に、気分について質問したところ、「とても

良い」2名、「良い」7名、「どちらとも言えない」1

名であった。ビデオ視聴後に同様の質問をしたところ、

「とても良い」4名、「良い」6名と、全体的に気分の

高揚が見られた。また、気分の変化をはっきり自覚し

た人は7名で、「嫌なことを忘れられた」「気持ちが楽

になった」という感想が得られた。表現選択法は、10

名中5名が明るい方向へと変化した（図1）。
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図1．表情選択法の変化

2） 免疫系に関する検査

 今回、最も注目したNK細胞活性は、10名中5名が

お笑いビデオを視聴後に上昇を示した（図2）。しか

し、残りの5名のNK細胞活性については低下するか、

またはほとんど変化が見られなかった。

 CD4／CD8は、お笑いビデオを視聴する前に高値を示

した者は低下し、逆に低値を示した者は上昇する傾向

を認め、笑うことによりCD4／CD8が正常化するような

動きを認めた（図3）。

太線は平均値

図2．NK細胞活性の変化

太線は平均値

図3．CD4／CD8の変化
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3） 内分泌系に関する検査

 ACTHは、1名が低下しており、残りの9名が上昇し

ていた。コルチゾールは、10難中6名が低下していた。

内分泌系に関しては、上昇や低下が不規則で、いずれ

の変化も笑いの前後で有意なものではなかった（図4．

図5）。

β一エンドルフィンは、10砂中5名が上昇を示してい

た（図6）。また、その5名のうち3名がNK細胞活性

の上昇を示した。

太線は平均値

図5．コルチゾールの変化

太線は平均値

図4．ACTHの変化

太線は平均値

図6．β一エンドルフィンの変化

IV．考  察

 NK細胞活性の日内変動は午後から低下する傾向が

既に報告されているが7-8）、被験者10名中5名にNK

細胞活性の上昇を認めた。この機序として、今回の検

査結果からは、NK細胞そのものが活性化されたもの

なのか、あるいはNK細胞数が増加したことによるか

は、特定できない。今後はフローサイトメーターによ

るNK細胞数やNK細胞当たりのNK活性の測定を行

い、考察をする必要がある。

 CD4／CD8については、著明な日内変動を認めなかっ

た報告9）があることから、今回の結果をそのまま考察

すれば、笑い刺激によりCD4／CD8が正常の方向に変動

する可能性が示唆された。

 ビデオ視聴後には、全体的に気分が良好になったと

いう感想があり、さらには被験：者の50％にNK細胞活

性の上昇を認めた。伊丹らの研究では、3時間の寄席

の前後において採血を実施した場合、寄席の後ではN

K細胞活性が上昇することを報告している。その結果

と比較して、今回のビデオ視聴時間は90分から120分

と時間的には短かかったが、被験者の50％にNK細胞
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活性の上昇が認められたことから、お笑いビデオを視

聴することによりNK活性を上昇する効果が示唆され

たと思われる。

 内分泌系では、ACTHの上昇、コルチゾールの下降と、

一定の方向性は認められなかった。ホルモンと免疫の

関わりは今だ十分な知見が明らかにされているとはい

えないが、ACTHがGH（成長ホルモン）と密接な関連を

有して免疫反応を促進している可能性があるという一

方で、ACTHは免疫抑制性であるとの報告も見られるlo）。

今後、その関連を検討してみる必要がある。また、快

感刺激によって分泌されるβ一エンドルフィンは、試

験管内でNK細胞活性を活性化する作用を有するとい

われているが11-12）、今回のお笑いビデオ視聴後に、5

名のβ ・一エンドルフィンが上昇し、その内の3名のN

K細胞活性が上昇することを認めた。

 今回は10例と対象者が少なかったが、今後は対象者

を増やすとともに、NK活性に対するサイトカイン分

泌の変化をも考慮することにより、お笑いビデオの免

疫機能に対する効果を実証していきたい。

V．まとめ

 健康な女子大学生10名を対象に、90分から120分の

お笑いビデオを視聴してもらい、その前後での免疫能

の変化について考察した。その結果、以下のことが見

出された。

1）ビデオ視聴後に、被験者の気分は5名が良好に変

化した。

2）NK細胞活性は被験者の50％に当たる5名が上昇を

示した。またCD4／CD8も、正常化される傾向を認めた。

3）β一エンドルフィンは5名の上昇が見られた。そ

のうち3名はNK活性の上昇を認めた。

 これらの結果は、お笑いビデオの視聴がNK細胞活

性を高めることを示唆している。
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